
患者さんひとりひとり、治療中に重視していることや知りたいタイミングは異なります。
大切なことですので、遠慮なさらず主治医や医療スタッフにお話しください。

対　　象：前立腺がんの確定診断を受けて前立腺がんの治療のため定期的に通院している50歳～79歳の男性400名
地　　域：全国
実施時期：2018年8月 バイエル薬品株式会社マーケットアクセス本部によるインターネット調査

Q
背景

年代

ホルモン療法
経験なし （200）

人数

（200）

（61）

（264）

（75）

ホルモン療法
経験あり

50代

60代

70代
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■ できる限り長く生き延びること　■ がんを消すこと　■ PSAを下げること　■ 再発・転移を防ぐこと
■ 生死に関わる副作用が無いこと　■ 外見に関する副作用が無いこと　
■ 認知機能を下げないこと　■ 生活の質を保つこと　■ その他

■ やりたいことを控えざるを得ないような、
　 活力に関わる副作用が無いこと
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あなたが前立腺がんの治療に取り組む上で、もっとも重視していることを教えてください。

Q
年代

人数

（400）

（61）

（264）

（75）

全体

50代
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70代
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■ がんの告知のとき（最初の治療開始時）　■ 最初の治療を受けているとき　■ 最初の治療を受けられなくなったとき
■ 知りたいと思ったことはない
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“最初の治療が続けられなくなった場合のこと”を知りたい時期（タイミング）を教えてください。

Q
背景

年代

ホルモン療法
経験なし （200）

人数

（200）

（61）

（264）

（75）

ホルモン療法
経験あり

50代

60代

70代

0 20 40 60 80 100（%）

■ 全くそう思わない　■ そう思わない　■ どちらともいえない　■ そう思う　■ とてもそう思う
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あなたのQOLに影響を及ぼしている気になる症状があったとします。
その症状を主治医に伝えたくても、ためらってしまうことがあると思いますか？
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年代

人数

（61）

（264）

（75）

50代

60代

70代
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■ 既に共有している　■ 共有していないが今後共有する予定　■ 共有したいが、今後共有できるかわからない
■ 共有しておらず、今後も共有する予定はない
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あなたが“治療に取り組む上で重視していること”は、主治医と共有していますか？

前立腺がん患者さんの意識調査よりインターネットによる


